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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 近年レニン・アンジオテンシン・アルドステロン系と肝線維化との関連が注目されてい

るが、本研究は、胆管結紮ラット線維肝を用いて、選択的アルドステロン受容体拮抗薬で

あるエプレレノンによる肝線維化進展抑制効果を低用量群と高用量群について検討したも

のである。その結果、エプレレノンを胆管結紮後3週間経口的に投与することにより形態学

的および生化学的に肝線維化が抑制された。この機序として、肝星細胞活性の抑制、酸化

ストレス、脂質過酸化の抑制、さらには、AT-Ⅱの減少などの関与が明らかにされ、遺伝子

レベルでのコラーゲン合成系抑制および分解系促進が示された。本研究は、肝臓病学の分

野で、選択的アルドステロン受容体拮抗薬が肝線維化の治療薬として臨床応用される可能

性を示したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


